
土
地
、
家
屋
を
除
く
事
業
用
資

産
を
償
却
資
産
と
い
い
、
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
自
己

利
用
で
も
貸
し
付
け
で
も
申
告
す

る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
期
限
ま
で
に
申
告
し
ま
し

ょ
う
。
所
有
す
る
資
産
ご
と
に
課

税
標
準
額
を
計
算
し
、
合
計
額
が

百
五
十
万
円
以
上
に
な
る
と
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
所
有

資
産
が
な
け
れ
ば
、
資
産
が
な
い

と
い
う
申
告
が
必
要
で
す
。

な
お
、
前
年
度
ま
で
の
申
告
者

と
本
年
に
設
立
し
た
法
人
に
は
申

告
用
紙
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
届

か
な
い
場
合
で
も
該
当
者
は
申
告

が
必
要
で
す
。
直
接
来
庁
す
る
か

電
話
で
申
告
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
本
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
申
告
を
す
る
人
は
、
ぐ

ん
ま
行
政
総
合
ポ
ー
タ
ル
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.e-gunm

a.
lg.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
告
を

し
て
い
な
い
人
に
は
、
後
日
調
査

に
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
償
却
資
産
＝
漓
構

築
物
…
門
塀
、
舗
装
路
面
、
庭
園

の
外
灯
な
ど
、
建
物
付
属
設
備
の

う
ち
発
電
・
変
電
設
備
な
ど
、
そ

の
他
建
物
の
改
良
費
、
テ
ナ
ン
ト

が
施
工
し
た
内
外
装
費
な
ど
滷
機

械
・
装
置
…
モ
ー
タ
ー
、
旋
盤
、

プ
レ
ス
な
ど
の
製
造
加
工
用
機
械
、

土
木
建
設
用
機
械
な
ど
澆
船
舶
潺

航
空
機
潸
車
両
・
運
搬
具
…
大
型

特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

ほ
か
）
な
ど
澁
工
具
・
器
具
・
備

品
…
測
定
・
検
査
用
具
、
家
具
、

事
務
用
機
器
、
電
気
・
ガ
ス
機
器
、

看
板
、
医
療
器
具
、
自
動
販
売
機
、

娯
楽
機
器
、
理
・
美
容
機
器
な
ど

対
象
＝
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
事

業
を
行
っ
て
い
る
人
　
提
出
期
限

＝
１
月
31
日
貉

提
出
先
＝
市
役

所
資
産
税
課

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
蕁
８
９

０
―
６
２
１
６
へ
。
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高
齢
者
用
市
営
住
宅
（
シ
ル
バ

ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）
の
入
居
者
を
募

集
。
相
談
員
が
常
駐
し
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
も
完
備
さ
れ
安
心
で
す
。

□
募
集
団
地
・
戸
数
・
家
賃

広
瀬
第
四
団
地
＝
単
身
用
一
戸
、

一
万
三
千
五
百
円
〜
二
万
九
千
七

百
円
　
広
瀬
第
五
団
地
＝
世
帯
用
・

単
身
用
各
一
戸
、
一
万
五
千
円
〜

三
万
五
千
七
百
円

□
建
物
の
構
造
・
設
備
な
ど

構
造
＝
高
層
耐
火
、
中
層
耐
火
　

間
取
り
＝
〈
世
帯
用
〉
２
Ｄ
Ｋ（
和

６
、
洋
６
、
Ｄ
Ｋ
）〈
単
身
用
〉
２

Ｋ
（
和
６
、
洋
６
、
Ｋ
）

設
備

＝
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
浴
槽
、
給
湯

器
な
ど

□
申
し
込
み
の
主
な
条
件

世
帯
＝
漓
市
内
在
住
で
住
宅
に
困

っ
て
い
る
（
県
営
住
宅
や
市
営
住

宅
に
入
居
中
で
も
可
）
滷
六
十
歳

以
上
の
世
帯
澆
独
立
し
た
日
常
生

活
が
可
能
潺
住
民
税
の
未
納
が
な

い
潸
入
居
世
帯
の
基
準
月
収
額
が

二
十
六
万
八
千
円
以
下
澁
不
動
産

を
所
有
し
て
い
な
い
澀
住
民
税
の

未
納
が
な
い
県
内
在
住
の
連
帯
保

証
人
が
い
る
潯
敷
金
と
し
て
家
賃

の
三
カ
月
分
を
納
入
で
き
る
潛
毎

月
末
ま
で
に
そ
の
月
分
の
家
賃
を

納
入
で
き
る
　
単
身
＝
世
帯
の
漓

と
澆
〜
潛
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
身
元
引
受
人
の
い
る
六
十
歳
以

上
の
単
身
者

□
入
居
者
の
決
定

第
一
次
審
査
＝
書
類
審
査
で
入
居

資
格
を
確
認
　
第
二
次
審
査
＝
公

開
抽
選
を
実
施
　
入
居
予
定
日
＝

２
月
１
日
貅

□
申
し
込
み

十
二
月
十
四
日
貅
ま
で
の
執
務

時
間
内
に
市
役
所
建
築
住
宅
課
へ

直
接
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
蕁
８
９

０
―
６
８
３
３
へ
。

十
二
月
十
一
日
豺
か
ら
三
十
一

日
豸
ま
で
、「
冬
の
県
民
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

年
末
は
、
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、

人
や
車
な
ど
の
動
き
も
活
発
で
す
。

交
通
事
故
に
十
分
注
意
し
、
次
の

点
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

飲
酒
運
転
は
重
大
な
違
法
行
為
。

ま
た
、
運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め

て
も
い
け
ま
せ
ん
。

□
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
事
故
が
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
慣
れ
た
道
で
も
必
ず
安

全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
注
意

運
転
者
は
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
つ
け
、
歩
行
者
や
自
転
車
は

反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

□
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ど
は
正
し
く

運
転
者
と
同
乗
者
は
、
後
部
座

席
を
含
め
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
安
全
安
心
課

蕁
８
９
０
―
６
２
６
３
へ
。

対
象
＝
五
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
の
優
良
運
転
者
　
申
し
込
み
＝

１
月
31
日
貉
ま
で
に
前
橋
交
通
安

全
協
会（
蕁
２
５
１
―
５
４
１
５
）、

前
橋
東
交
通
安
全
協
会
（
蕁
２
４

３
―
３
２
３
１
）、
大
胡
交
通
安
全

協
会
（
蕁
２
８
３
―
０
２
３
３
）

へ
直
接

十
二
月
は
地
球
温
暖
化
・
大
気

汚
染
防
止
推
進
月
間
で
す
。
年
末

で
車
の
交
通
量
が
増
え
る
こ
と
に

加
え
、
ビ
ル
や
家
庭
の
暖
房
が
フ

ル
稼
働
す
る
た
め
、
空
気
も
汚
れ

や
す
く
、
ま
た
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
が
多
く
な
り
温
暖
化
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

誰
に
で
も
で
き
る
次
の
取
り
組

み
を
今
日
か
ら
始
め
、
地
球
に
も

人
に
も
優
し
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

漓
電
気
や
水
道
な
ど
身
の
回
り

か
ら
省
エ
ネ
滷
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

心
掛
け
自
転
車
や
公
共
機
関
を
利

用
澆
暖
房
の
温
度
を
二
〇
度
に
設

定
し
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
を
実
践
潺
事

業
者
は
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
燃
料
や

作
業
工
程
を
見
直
し
、
ば
い
煙
を

減
ら
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
環
境
課
蕁
８

９
０
―
６
２
９
２
へ
。

本
年
度
の
教
育
文
化
功
労
者
に

次
の
十
八
人
と
三
団
体
が
選
ば
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
敬
称
略
―
―

□
学
校
医

山
岸
三
男
（
駒
形
町
）三
村
清
（
上

細
井
町
）
山
本
竜
一
（
西
片
貝
町

一
丁
目
）
深
沢
逞
太
（
総
社
町
三

丁
目
）
太
田
美
つ
子
（
本
町
一
丁

目
）

□
学
校
歯
科
医

本
間
覚
（
西
片
貝
町
五
丁
目
）
細

谷
賢
（
元
総
社
町
）

□
学
校
薬
剤
師

斉
藤
孝
子
（
小
島
田
町
）

□
社
会
教
育

松
本
雅
子
（
駒
形
町
）岩
崎
孝
（
広

瀬
町
三
丁
目
）
小
沢
功
（
鳥
取
町
）

□
社
会
体
育

奈
良
宗
太
郎
（
日
吉
町
二
丁
目
）

粕
川
尚
江
（
総
社
町
桜
が
丘
）
新

里
擁
亮
（
江
木
町
）
市
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
協
会
（
上
泉
町
）
南
橘
地
区

体
育
協
会
（
日
輪
寺
町
）

□
青
少
年
教
育

五
十
嵐
ト
シ
子
（
下
長
磯
町
）
駒

村
昌
克
（
西
片
貝
町
三
丁
目
）

□
学
術
・
芸
術
文
化

横
沢
マ
ス
子
（
朝
日
町
三
丁
目
）

曽
根
恵
子
（
城
東
町
四
丁
目
）
赤

城
神
社
太
々
神
楽
保
存
会
（
三
夜

沢
町
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会

総
務
課
蕁
８
９
０
―
５
８
０
２
へ
。

高
校
な
ど
へ
進
学
を
希
望
す
る

中
学
生
で
、
経
済
的
に
不
安
の
あ

る
人
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
市

内
在
住
の
人
。
漓
高
校
（
高
専
）

ま
た
は
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に

進
学
を
希
望
滷
経
済
的
な
理
由
で

就
学
が
困
難
澆
品
行
方
正
、
身
体

健
全
、
学
業
優
秀
潺
ほ
か
の
育
英

ま
た
は
奨
学
金
の
貸
与
・
給
与
を

受
け
て
い
な
い
人
　
貸
与
月
額
＝

国
・
公
立
…
一
万
二
千
円
、
私
立

…
一
万
八
千
円
　
貸
与
期
間
＝
４

月
か
ら
卒
業
ま
で
の
最
短
修
業
年

限
　
返
還
方
法
＝
卒
業
後
六
カ
月

か
ら
十
年
間
で
年
四
期
に
分
け
て

返
還
（
無
利
子
、
一
括
・
繰
り
上

げ
返
還
も
可
。
大
学
・
短
大
な
ど

上
級
学
校
へ
進
学
し
た
人
は
在
学

期
間
の
返
還
延
期
も
可
）

申
し

込
み
＝
12
月
22
日
貊
ま
で
に
在
学

す
る
中
学
校
へ
　

○
…
問
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育
課

蕁
８
９
０
―
５
８
１
２
へ
。
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相談員が安全で安心なサポートを申告が必要な償却資産はありませんか

高
齢
者
用
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

１１
日
か
ら
冬
の
交
通
安
全
運
動
ス
タ
ー
ト

絶
対
い
け
ま
せ
ん
飲
酒
運
転

温
暖
化
・
大
気
汚
染
防
止
の
推
進
月
間

地
球
に
優
し
い
環
境
づ
く
り

教
育
や
文
化
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た

18
人
３
団
体
表
彰
し
ま
し
た

高
校
な
ど
へ
進
学
す
る
中
学
生
に

卒
業
ま
で
の
奨
学
金
を
貸
与

償却資産は固定資産税の課税対象

１月31日までに
申告しましょう

優
良
運
転
者
を
表
彰


